
区立西坂公園再整備 

第 3 回意⾒交換会 
開催日：令和 7 年 1 月 28 日（火） 

会 場：中落合地域交流館 

（本⽇の予定）  

 18：30 ～ はじめに（10 分） 

……………………………………………………… 

■今日の目標と内容 

■第 2 回意見交換会の振り返り 

 

 

 18：40 ～ 再整備計画図(案)の説明（35 分） 

……………………………………………………… 
■再整備計画図（案）の説明 

■伐採計画案の変更について 

■植栽について（案） 

■導入施設のイメージについて 

 

 

 19：15 ～ 再整備計画図(案)に対する意⾒交換（30 分） 
……………………………………………………… 

■再整備計画図（案）に対する意見交換（班ごと） 

 

19：45 ～ 今⽇のまとめ（15 分） 
……………………………………………………… 

■検討結果の発表（全体） 

■質疑応答および今後のスケジュール 

 

 20：00 終了  

    
 ◆皆様のお陰で無事、最終回を迎えることが出来ました。 

ご参加いただきありがとうございました。 

 
 

   
主催：新宿区みどり土木部みどり公園課 

進行：㈱環境・グリーンエンジニア 
 



【次回予定】  西坂公園 第 3 回意見交換会 
◆開催日時： 令和 7 年 1 月 28 日（火） 

◆時  間： 18 時 30 分～20 時 00 分（1 時間半程度） 

◆会  場： 中落合地域交流館 2 階（中落合 2-7-24） 

◆主な予定： 計画内容の確認  ※どなたでも参加できます。事前予約不要 

 

 

 

 

■ 第 2 回意見交換会を開催しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西坂公園だより 
第 2 号
令和 7 年
1 月発行

区立西坂公園 再整備 意見交換会 

西坂公園の再整備に向けて、11 月 15 日（金）18 時半より

中落合地域交流館にて、第 2 回意見交換会を開催し、17 名（う

ち子ども 1 名）の方が参加されました。 

公園の課題や整備方針、それに基づくゾーニング案や整備プ

ラン案を説明するとともに、樹木の伐採検討案も説明しました。

その後 3 班に分かれて意見交換を行い、提案内容をもとに、気

になるところや要望など、さまざまな意見を出し合いました。 

意見交換会資料は紙面の都合上、一部のみ紹介しています。 

詳細は、区ホームページに掲載している「第 2 回意見交換会資料」をご覧ください。 

 
最終回です 

ぜひご参加下さい！ 

裏面もご覧ください。

■ 整備プラン案 ■ ゾーニング案 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・広場的空間はほしい。 

・子供がぐるりと回れる空間があると良い。 

・花壇がほしい。 

・ベンチの設置場所は周辺にも配慮が必要。 

・トイレは「やよい公園」レベルにしてもらいたい。 

・池、地下、ハンモックなど。「楽しい」公園がいい。

・ゴミ箱がいらない。／ゴミ箱は必要。 

・防犯カメラ、センサーライトをつけてほしい。 

・駐輪スペースはある程度広い方が良い。 

・防災倉庫は奥の方で問題ない。 

・照明器具を明るいものに。（隣のお家には配慮する）

【お問い合わせ】  
新宿区みどり土木部みどり公園課公園計画係 担当：大城（おおき） 
〒160-8484 新宿区歌舞伎町一丁目４番１号  TEL：03-5273-3915（直通） FAX：03-3209-5595      
メールアドレス        midorikoen@city.shinjuku.lg.jp  
新宿区ホームページ  http://www.city.shinjuku.lg.jp/ みんなで考える身近な公園の整備 検索 

・ボール遊びはやはり禁止。 

・今の遊具は大きすぎる。年齢の違う子が遊びにくい。 

・砂場はいらない。／小さくても有った方が良い。 

・デッキ、アスレチック風遊具、秘密基地的な遊び場。 

・かば公園にない遊具。砂場、ブランコなど。 

・鳥の巣箱。鳥や虫など生き物が集まる公園。 

・木は減らして見通しを確保。残せる木は残してほしい。

・木の高さが高すぎるため、高さの調整が必要。 

・実のつく木を残してほしい。 

・伐採する場合は植えてほしい。（サクラ・ウメなど） 

・西坂公園らしさ、森っぽい雰囲気を残してほしい。 

 「植栽整備方針案」（※下記参照）に基づく既存樹木の伐採検討案について説明しました。 

大きな樹木を残し、木陰や自然を確保しつつ 

見通しや改修の支障となる樹木は適宜伐採 

 
・公園のシンボルとなる大きな樹木は残します。 

・樹木が混みあって、競合している箇所は間引きを行い 

健全な生育空間を確保するとともに見通しの改善や明 

るさを確保に努めます。 

・腐朽の進んだ樹木（キノコの生えている樹木）は、樹

木医の意見等を参考にしたうえで伐採します。 

・複合遊具やトイレなど再整備が必要な施設の設置工事

の支障となる場合は、伐採する必要があります。 

・新たにサクラなど植樹を検討します。 

■ 植栽整備方針案※ 

■ 意見交換会で出された主なご意見

■ 樹木の現況と伐採検討案 

● 高木一覧表

　　　　伐採を想定樹木　　　　　プランにより伐採検討の樹木

番号 樹種名 高さ(ｍ) 番号 樹種名 高さ(ｍ)

1 マテバシイ 16.0 20 イロハモミジ 10.0

2 マテバシイ 7.0 21 ソメイヨシノ 10.0

3 シラカシ 17.0 22 イチョウ 14.0

4 エノキ 21.0 23 サワラ 13.0

5 サンゴジュ 4.0 24 アカシデ 17.0

6 サンゴジュ 5.5 25 ビワ 12.0

7 サンゴジュ 5.0 26 ヤマザクラ 14.0

8 サンゴジュ 5.0 27 マテバシイ 5.5

9 モッコク 5.0 28 シラカシ 14.0

10 イロハモミジ 4.0 29 ケヤキ 23.0

11 イロハモミジ 3.5 30 シラカシ 16.0

12 ケヤキ 23.0 31 カキノキ 11.0

13 スダジイ 12.0 32 シラカシ 12.0

14 トウカエデ 21.0 33 シラカシ 11.0

15 マテバシイ 4.0 34 シラカシ 12.0

16 マテバシイ 9.0 35 ビワ 5.5

17 ツバキ 3.5 36 イチョウ 13.0

18 ツバキ 3.0 37 アカマツ 10.0

19 イロハモミジ 7.0 38 タケ 7.0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．再整備計画図（案）                                                                                                                                ※ 本資料は計画段階のものであり、今後の詳細設計に伴い一部変更が生じる場合があります。 

 

 

・入口は段差を解消し、車椅子やベビーカーの使用者も出入りしやすいように緩やかなスロープとします。 

・入口から水飲みやトイレ、防災倉庫まではブロック舗装とし、誰もが園内を移動しやすいよう配慮します。 

・ベンチを増設し、休憩スペースを確保します。また、木陰や遊具の近くにも配置し、木陰で休んだり、遊んで 

いる子どもの見守りが出来るようにします。 

・水飲みは車椅子の方や小さい子どもでも利用しやすい形状とします。また、ゴミ箱は新たなものに取り替えます。

・トイレは電動車椅子の方も利用できる大型個室タイプとし、オストメイトやベビーベッドなど、様々な機能を 

備えたものとします。 

・照明灯は配置等を工夫することで、園内全体を現状よりも明るくし、防犯に努めます。 

・災害時に備えて、かまどスツールや停電時にも点灯可能なバッテリー内蔵型の照明灯を設置すると共に、災害 

に備えて、トイレ内に携帯トイレを備蓄します。 

施設について 

 

 

・腐朽の進んだ樹木や他の樹木との競合で健全な成長が見込めない樹木、見通し・明るさの確保・施設改修の支障

となる樹木を伐採します。 

・公園外周部は季節を感じる花木（低木や中木主体）を植栽して、新たな緑を創出します。 

・かつてサクラがあった箇所には新たにサクラ類を植栽することで、公園の魅力を高めます。 

植栽について 

 

 

・アンケート調査や児童館でのヒアリング調査、利用状況調査の結果などを踏まえた遊びのアイテムとします。 

・「大木の保全」、「安全領域の確保」、「様々な年代の子どもや障害のある子どもの利用」等に考慮し、3 つの複合遊具を設置します。 

・遊具 A：上下の昇り降りなどを楽しめる「とりで型遊具」、遊具 B：アクティブな遊びができる「児童用遊具」、遊具 C：幼児や車椅子利用者も使用できる「インクルーシブの視点を取り入れた遊具（※）」を設置します。

・今後、複数の遊具案に対して、落合第一小学校の児童によるアンケート調査を行い、その結果を参考に、設置する遊具を決めていきます。 

遊具について 

【 現況 】 

【 再整備後イメージ 】 

※インクルーシブの視点を取り入れた遊具：インクルーシブとは「すべてを含む」という意味で、障がいの有無や年齢等に関わらず誰もが利用でき、安全・快適に楽しめる遊具のことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．伐採計画案の変更について 

5～9 サンゴジュ/モッコク 4 エノキ 

【 第 2 回意見交換会提案図 】 

【 変更後提案図 】 

・敷地北側の樹木（上記写真参照）については、伐採を検討していましたが、北側境界

の塀の改修方法を見直し、残す方向で検討しています。 

・No.31 のカキノキについては、残す予定でしたが、樹木上部に腐朽が見られること 

及び遊具の配置や安全領域確保の観点から伐採に切り替えて検討します。 

※ 本資料は計画段階のものであり、今後の詳細設計に伴い一部変更が生じる場合があります。 

31 カキノキ 



● 高木一覧表 伐採を想定している樹⽊     

残す樹⽊

番号 樹種名 高さ(ｍ) 理由

1 マテバシイ 16.0

2 マテバシイ 7.0 隣のマテバシイとの競合、出入口の見通し改善のため、伐採を想定しています。

3 シラカシ 17.0

4 エノキ 21.0

5 サンゴジュ 4.0

6 サンゴジュ 5.5

7 サンゴジュ 5.0

8 サンゴジュ 5.0

9 モッコク 5.0

10 イロハモミジ 4.0

11 イロハモミジ 3.5

12 ケヤキ 23.0

13 スダジイ 12.0 遊具の配置や安全領域確保の観点から伐採を想定しています。

14 トウカエデ 21.0

15 マテバシイ 4.0

16 マテバシイ 9.0

17 ツバキ 3.5

18 ツバキ 3.0

19 イロハモミジ 7.0

20 イロハモミジ 10.0 樹形の乱れ、腐朽の進行（キノコの発生）により、回復の見込みがないため伐採を想定しています。

21 ソメイヨシノ 10.0 樹形の乱れ、腐朽の進行（キノコの発生）により、回復の見込みがないため伐採を想定しています。

22 イチョウ 14.0

23 サワラ 13.0 見通し確保のため伐採を想定しています。

24 アカシデ 17.0

25 ビワ 12.0 遊具の配置や安全領域確保の観点から伐採を想定しています。

26 ヤマザクラ 14.0 樹形の乱れ、幹の傾き、キノコの発生により、伐採を想定しています。

27 マテバシイ 5.5 他の樹木との競合、明るさ確保のため、伐採を想定しています。

28 シラカシ 14.0

29 ケヤキ 23.0

30 シラカシ 16.0 遊具の安全領域確保及びケヤキとの競合のため、伐採を想定しています。

31 カキノキ 11.0 腐朽がみられること及び遊具の配置や安全領域確保の観点から伐採を想定しています。

32 シラカシ 12.0

33 シラカシ 11.0

34 シラカシ 12.0

35 ビワ 5.5 隣のイチョウとの競合のため、伐採を想定しています。

36 イチョウ 13.0

37 アカマツ 10.0

38 タケ 7.0

他の樹木との競合、明るさ確保のため、伐採を想定しています。

バリアフリートイレ設置の支障となるため伐採を想定しています。



＜新植を想定している植物の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．植栽について（案）         

【 再整備後イメージ 】 

 

 

カワヅザクラ（2 月上旬から 3 月上旬）   プリンセスミヤビ（3 月下旬から 4 月上旬）

● その他 花が楽しめる、香りがよい樹種等を検討しています。 

※ 本資料は計画段階のものであり、今後の詳細設計に伴い一部変更が生じる場合があります。 

 

 

・かつて入口南側の植栽地に植わっていたサクラ（2 本）を復活させる予定です。 

・中低木を主体に季節を感じることができる花木や実が美しいもの、匂いを楽しめるものを植栽します。 

・陽当たりのよくない箇所には日陰地に適した樹木を植栽するなど、生育環境に配慮します。 

新植する植物について 

ヨウコウ（3 月中旬から 4 月上旬）   カンザン（4 月中旬から 5 月上旬） 

ロウバイ（12 月～2 月）       ジンチョウゲ（2 月～4 月）      ハナズオウ（4 月～5 月）       エゴノキ（5 月～6 月）       カラタネオガタマ（5 月～6 月）  

● サクラ類 花がソメイヨシノより大きく、赤く、長く楽しめる品種を 

対象に選定する予定です。 

クチナシ（6 月～7 月）           サルスベリ（7 月～9 月）     フイリヤブラン（8 月～10 月）   コムラサキシキブ（9 月～11 月）実    ツワブキ（10 月～12 月）  



 
● ベンチ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
● ブロック舗装 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
● ゴミ箱 

 
 
 
 
 
 
 

 
● 防災施設（かまどスツール） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
● 防災対応型の照明灯 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

  
● トイレ（バリアフリー型）【洋式トイレ１基（男女兼用）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 水飲み（バリアフリー型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 複合遊具 

 

 

４．導入施設のイメージ 

電動車椅子の方も利用できます。オストメイト用設備、ベビー 

ベッド、着替え台など様々な設備も設置します。災害時に使用可

能な携帯トイレも備蓄します。 

上部にも手洗い水栓があり、車いすの方や小さな子どもも利用

しやすいタイプです。 

既存のベンチを再利用します（かまどベンチも再利用）。

その他にもベンチやスツールを追加で設置します。 

かまどが内蔵されたスツール（※）です。かまど自体は

好きな場所へ運んで使うことができます。 

とりで型遊具、児童用遊具、インクルーシブの視点を取り入れた

遊具の 3 つのタイプを組み合わせて設置する予定です。 

今後、子どもたちの意見を参考にして、設置する遊具を決めてい

きます。 

左右どちらでも押すことのできる水栓 

子ども用のステップ 

停電時に利用可能なバッテリー内蔵型の照明灯

ベンチ・かまどベンチ（再利用） 

手すり付ベンチ 外から利用できる物置付 

透水性ブロックを敷き詰めた舗装です。水たまりや不陸が

生じにくいため、バリアフリーに配慮した園路となります。

また、防災倉庫への資材の運搬もしやすくなります。 

蓋付きのゴミ箱を設置します。 

※ 本資料は計画段階のものであり、今後の詳細設計に伴い一部変更が生じる場合があります。 

※スツール：1 人すわり用の休憩施設 



 
 

５．トイレ改修案（バリアフリートイレ） 

① 洋風大便器 

幼児用便座 

② はね上げ手摺

③ 洗面器 

④ オストメイト 

⑤ L 型手摺 ⑥ 紙巻器 

⑦ 鏡 ⑧ フック 

⑨ ベビーチェアー（折畳式） 

⑩ ベビーベッド（折畳式） ⑪ フィッティングボード（折畳式）

収納時 

収納時 

収納時 

●トイレ平面図 S=1/20 ●トイレ設備一覧（参考写真） 

ロック付 

※ 本資料は計画段階のものであり、今後の詳細設計に伴い一部変更が生じる場合があります。 
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